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9
月
1
7
日
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
に
新
し
く
神
奈
川
大
学
講
師
　
浅
井
潤
子
氏

（
専
門
分
野
　
歴
史
学
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

刑
責
㌻
二
十
㌢
針
曇
が
．
｝
l
†
ン
t

t

わ
が
ま
右
再
発
見

秋
の
史
跡
散
歩
囲

－
下
練
馬
宿
か
ら
田
柄
用
水
を
歩
く
－

往
時
の
面
影
を
残
す
旧
川
越
街
道
下
練
馬
宿
か
ら

氷
川
台
地
域
ま
で
、
講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

栗原遺跡の竪穴住居跡

（氷川台卜7）

2
班
に
分
か
れ
て
文
化
財
を
巡
り
ま
す
。

▽
日
時
1

0
月
1
0
日
（
土
）
午
前
9
時
～
1
2
時

（
雨
天
実
施
）

∇
集
合
場
所
北
町
あ
お
ば
公
園
（
北
町
2
丁
目
4
1

番
、
東
武
練
馬
駅
よ
り
徒
歩
2
分
）

∇
コ
ー
ス
下
練
馬
宿
に
残
る
富
士
塚
・
道
標
、

田
柄
川
縁
道
沿
い
の
庚
申
塔
な
ど
各

種
史
跡
、
文
化
財
を
巡
り
、
氷
川
神

社
（
氷
川
台
4
－
4
7
－
3
）
で
解
散

と
な
り
ま
す
。
約
3
・

5
k
m

∇
参
加
方
法
当
日
現
地
受
付
（
午
前
8
時
4
5
分
～

9
時
1
5
分
）

∇
参
加
費
用
1
人
5
0
円
（
保
険
料
）

∇
講
師
郷
土
史
研
究
家
林
勇

郷
土
史
研
究
家
亀
井
邦
彦

ま
た
、
1
1
月
に
は
「
秋
の
文
化
財
講
座
」
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
区
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

前
回
1
6
号
に
て
、
南
於
林
（
み
な
み
お
は
や

し
）
遺
跡
か
ら
、
平
安
時
代
の
水
田
跡
が
見
つ

か
っ
た
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
、

現
地
表
下
約
2
m
の
水
田
面
で
平
安
時
代
の
人

の
足
跡
が
数
10
個
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
足
の
大

き
さ
や
方
向
が
皆
バ
ラ
バ
ラ
の
た
め
、
一
人
の

人
間
が
歩
い
た
跡
で
は
な
く
、
複
数
の
人
間
が

数
回
に
わ
た
っ
て
歩
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

時
代
は
平
安
時
代
の
火
山
灰
が
足
跡
の
中
に
入

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
ま
た
水
田
と
は
関
係
が
無
く
、
水
田
が

放
棄
さ
れ
た
後
に
、
湿
地
状
に
な
っ
た
と
こ
ろ

を
歩
い
た
痕
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。



第17号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年（1992）相月

富
士
大
山
道

文
化
財
保
護
推
進
員
桑
島
　
新
一

旧
川
越
街
道
の
下
練
馬
宿
に
宝
暦
三
年
二
七
五

三
）
の
不
動
明
王
座
像
が
建
っ
て
い
る
①
。
大
き
な

台
石
に
は
「
是
れ
よ
り
大
山
道
」
と
彫
っ
て
あ
る
。

傍
ら
に
「
左
二
局
野
山
道
」
の
道
標
も
あ
る
。
富
士

山
や
相
州
大
山
へ
の
参
詣
道
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

江
戸
時
代
中
頃
か
ら
こ
れ
ら
の
山
岳
信
仰
が
盛
ん
に

な
り
、
人
び
と
は
講
を
つ
く
っ
て
参
拝
に
で
か
け
た
。

江
戸
か
ら
富
士
山
ま
で
の
道
筋
は
二
つ
あ
る
。
甲
州

街
道
を
大
月
で
分
か
れ
都
留
を
通
っ
て
富
士
吉
田
に

向
か
う
ル
ー
ト
と
、
東
海
道
を
藤
沢
で
分
か
れ
大
山

を
経
て
、
須
走
口
に
達
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。
練
馬

の
道
は
、
田
無
を
通
り
、
府
中
付
近
で
甲
州
街
道
の

ル
ー
ト
に
合
流
す
る
。

不
動
像
を
後
に
す
る
と
、
す
ぐ
田
柄
用
水
に
架
か

る
棚
橋
で
あ
る
。
左
手
の
お
堂
に
天
明
四
年
二
七

八
四
）
の
子
育
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
②
。

新
川
越
街
道
を
渡
る
と
道
路
は
急
に
広
く
な
る
。▲庚申塔（卦

二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
行
く
と
、
左
に
大
き
な
文
字
の

庚
申
塔
が
あ
る
③
。
文
政
四
年
二
八
二
二
　
「
右

・
ふ
じ
大
山
道
」
と
彫
っ
て
あ
る
。
道
路
の
右
は
陸

上
自
衛
隊
練
馬
駐
屯
地
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
行
く
と
地
下
鉄
有
楽
町
線
の
平
和
台
駅

前
の
交
差
点
に
で
る
。
富
士
街
道
と
埼
玉
道
の
十
字

路
で
、
地
名
を
丸
久
保
と
い
っ
た
。
左
角
の
両
に
馬

頭
観
世
音
が
祀
ら
れ
て
い
る
④
。
こ
こ
は
交
通
の
要

所
で
あ
っ
た
証
拠
に
、
碑
に
は
富
士
、
大
山
、
八
王

子
、
田
無
、
府
中
、
新
高
野
な
ど
の
地
名
が
一
面
に

彫
っ
て
あ
る
。
道
路
の
様
子
は
変
わ
っ
て
も
、
古
い

道
に
は
古
い
石
仏
が
多
い
。

八
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
く
と
、
右
側
に
新
し
い
両

が
見
え
る
⑤
。
中
に
子
育
地
蔵
や
六
十
六
部
供
養
塔

な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
昔
の
一
里
塚
で
、

木
陰
は
旅
人
た
ち
の
休
息
場
で
あ
っ
た
。
今
は
環
状

八
号
道
路
の
拡
幅
で
、
昔
の
面
影
は
み
ら
れ
な
い
。

間
も
な
く
地
下
鉄
都
営
士
一
号
線
練
馬
春
日
町
駅

の
近
代
風
な
建
物
が
見
え
る
。
右
側
は
名
利
愛
染
院

で
あ
る
。
門
前
と
境
内
に
は
練
馬
大
根
牌
や
懐
中
塔

な
ど
多
く
の
石
造
物
が
あ
る
＠
　
地
名
を
中
ノ
L
H
と

い
っ
て
上
練
馬
村
の
中
心
地
で
あ
っ
た

こ
れ
か
ら
先
は
拡
幅
工
事
が
未
施
工
で
道
路
は
急

に
狭
く
な
る
。
法
務
局
登
記
所
の
先
、
右
側
の
両
に

延
命
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
⑦
。
傍
ら
に
道
し
る
べ

が
あ
る
が
、
磨
耗
し
て
い
て
文
字
は
読
め
な
い
J

二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
先
、
長
久
保
道
と
交
わ
る
右

角
に
以
前
、
富
士
講
記
念

碑
⑧
が
あ
っ
た
が
、
現
在

は
高
松
の
八
幡
神
社
に
移

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は

田
無
ま
で
二
里
（
八
キ
ロ
）
、

富
士
山
ま
で
三
十
六
里

（
百
四
十
キ
ロ
余
）
と
彫

っ
て
あ
る
。

さ
か
え
幼
稚
園
の
先
に

元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）

の
庚
申
塔
が
小
さ
な
両
の

中
に
あ
る
⑨
。
昔
こ
の
辺

に
高
松
寺
と
い
う
寺
が
在

っ
て
、
門
前
に
服
部
半
裁

寄
進
の
石
の
仁
王
像
が
建

っ
て
い
た
。
明
治
時
代
に

廃
寺
に
な
り
愛
染
院
に
合

併
さ
れ
、
石
仁
王
は
近
く

の
高
松
御
嶽
神
社
⑲
に
祀

ら
れ
た
。
練
馬
区
の
文
化

財
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

区
立
総
合
体
育
館
の
北

側
、
橋
戸
道
と
の
分
岐
に

両
が
建
っ
て
い
て
、
安
永

四
年
（
一
七
七
五
）
の
延

命
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る

⑪
し
そ
の
先
、
長
命
寺
へ

■

JL＿＿＿温、」
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ズ

の
岐
れ
道
に
道
標
が
あ
る
⑫
。
西
・
田
無
二
里
、
府

中
五
里
、
東
・
練
馬
宿
と
読
め
る
。

間
も
な
く
谷
原
の
交
差
点
に
で
る
。
富
士
大
山
道

は
笹
目
通
り
と
目
白
通
り
（
清
戸
道
）
を
横
切
る
。

左
に
長
命
寺
の
森
を
見
な
が
ら
し
ば
ら
く
行
く
と

西
武
池
袋
線
の
踏
切
で
あ
る
。

渡
る
と
す
ぐ
右
側
に
消
防
器
材
置
場
が
あ
る
。
一

隅
に
延
享
三
年
二
七
四
六
）
の
庚
申
塔
と
、
一
里

塚
改
修
記
念
碑
が
あ
る
⑬
。
春
日
町
の
一
里
塚
の
次

の
一
里
塚
（
約
四
キ
ロ
）
で
あ
る
。

石
神
井
庁
舎
の
先
、
右
側
の
民
間
こ
ど
も
遊
び
場

に
、
見
上
げ
る
よ
う
な
地
蔵
尊
が
建
っ
て
い
る
⑭
。

同
じ
敷
地
に
庚
申
塔
や
観
音
様
も
祀
ら
れ
て
い
る
。

警
察
署
、
中
学
校
、
郵
便
局
を
左
右
に
見
な
が
ら

進
む
と
、
石
神
井
学
園
前
交
差
点
に
て
る
。
手
前
左

角
の
木
陰
に
お
堂
が
あ
る
。
中
に
地
蔵
尊
が
祀
ら
れ

て
い
る
⑮
。
元
は
道
路
の
北
側
に
あ
っ
て
、
沼
辺
地

戒
と
い
っ
た
。
沼
辺
は
こ
の
付
近
の
地
名
で
あ
る
ノ

南
へ
少
し
入
る
と
、
旧
所
沢
道
の
十
字
路
に
租
末

な
覆
屋
が
あ
り
、
傑
申
塔
や
供
養
塔
が
建
っ
て
い
る

唐
箕
は
、
楓
す
り
を
し
た
あ
と
、
玄
米
と
砕
米
と

柑
粗
を
選
別
す
る
の
に
用
い
た
道
具
で
あ
り
、
元
禄
時

掛
代
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
道
具
が
用
い
ら
れ
る
以
前
は
、
風
が
吹
く
日

な
ど
に
、
選
別
す
る
前
の
穀
物
を
箕
に
入
れ
、
高
く

リ
か
ざ
し
て
少
し
ず
つ
落
し
な
が
ら
、
風
の
力
を
利
用

郷土資料室収蔵品シ

し
て
選
別
し
て
い
た
。

唐
箕
は
、
こ
れ
を
機
械
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
上

部
の
四
角
な
形
を
し
た
じ
ょ
う
ご
状
の
と
こ
ろ
か
ら
、

選
別
す
る
穀
物
を
入
れ
る
。
円
形
の
胴
の
内
部
に
は
、

垂
父
す
る
四
枚
の
扇
板
が
あ
り
、
外
側
の
ハ
ン
ド
ル

を
回
し
て
風
を
起
こ
す
し
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
出

口
は
三
つ
あ
1
て
　
上
か
ら
落
ち
て
く
る
穀
物
は
、

風
の
力
に
よ
っ
て
選
別
さ
れ
る
。
一
番
軽
い
楓
や
わ

⑲
。
灯
龍
に
北
・
膝
折
道
、
南
・
高
井
戸
道
と
彫
っ

て
あ
る
。

旧
道
を
西
へ
再
び
富
士
街
道
に
戻
る
と
、
北
側
の

三
角
地
に
清
楚
な
お
堂
が
あ
っ
て
、
宝
永
三
年
（
一

七
〇
六
）
の
延
命
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
喝

そ
こ
か
ら
南
を
見
る
と
棒
の
巨
木
が
見
事
な
並
木

を
つ
く
っ
て
い
る
。
道
路
の
拡
幅
工
事
で
伐
ら
れ
る

と
こ
ろ
を
持
主
の
本
橋
さ
ん
が
自
分
の
土
地
を
歩
道

に
提
供
し
て
、
先
祖
伝
来
の
貴
重
な
棒
並
木
を
残
し

た
。
傍
ら
に
「
形
見
と
て
何
か
残
さ
ん
、
武
蔵
野
の

棒
に
勝
る
面
影
は
な
し
」
の
歌
碑
が
あ
る
⑩
。

南
隣
の
ふ
る
さ
と
憩
い
の
森
に
延
命
地
蔵
が
あ
っ

て
、
右
・
小
樽
道
、
左
・
田
無
道
の
道
し
る
べ
が
彫

っ
て
あ
る
⑲
。

こ
こ
か
ら
約
千
メ
ー
ト
ル
で
保
谷
市
と
の
境
で
あ

る
。
地
名
を
高
塚
と
い
う
。
保
谷
市
側
に
人
の
背
丈

ほ
ど
の
馬
頭
観
音
の
文
字
塔
が
建
っ
て
い
る
⑳
。

ら
く
ず
は
遠
く
の
出
口
か
ら
吹
き
出
さ
れ
、
砕
米
や

ぼ

「

■

．

■

．

≡

　

‥

．

し
い
な
は
遠
い
方
の
下
の
出
口
か
ら
、
最
も
重
い
玄

米
は
近
く
に
あ
る
下
の
出
口
か
ら
出
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
出
目
に
は
、
粗
や
砕
米
や
玄
米
が
山

の
よ
う
に
た
ま
る
の
で
、
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
か
き

棒
で
か
き
分
け
る
。
こ
れ
ら
は
、
普
通
、
二
人
で
操

作
し
、
一
時
間
に
五
～
七
石
を
選
別
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

▲

日召和40年当時の宮士大山道。

街道沿いに宮士講記念碑⑧
（右端）があった。
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関
の
ぼ
ろ
市

文
化
財
保
護
推
進
員
　
井
口
　
敏

江
戸
時
代
か
ら
続
く
師
走
の
歳
時
に
「
関
の
ほ
ろ

市
」
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
十
二
月
九
日
に
行
わ
れ
る

関
町
北
四
丁
目
日
蓮
宗
本
立
寺
の
お
会
式
と
翌
十
日

の
二
日
間
、
寺
の
境
内
及
び
門
前
に
露
店
が
立
ち
並

び
、
人
出
は
一
〇
万
人
と
大
変
賑
わ
い
ま
す
。
こ
の

市
の
由
来
は
宝
暦
年
間
二
七
五
一
⊥
七
六
三
）

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
文
化
文
政
時
代
の
紀
行

文
遊
歴
雑
記
に
は
「
十
月
二
十
八
日
二
十
九
日
に
市

立
て
諸
商
人
来
り
寒
っ
こ
と
」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

明
治
に
な
っ
て
十
八
年
、
十
九
年
に
ぼ
ろ
市
の
時
、

境
内
で
各
々
七
日
間
大
相
撲
興
行
が
行
わ
れ
た
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
の
初
め
頃
は
寺
の
西
側
広

場
に
、
サ
ー
カ

ス
小
屋
、
猿
芝

居
、
操
り
芝
居
、

オ
ー
ト
バ
イ
曲

乗
他
の
小
屋
が

連
立
し
、
軽
快

な
ジ
ン
タ
の
メ

ロ
デ
ィ
で
人
寄

せ
を
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
頃
の
食
べ
物
で
名
物
は
、
揚
げ
ま
ん
じ
ゅ
う

や
イ
マ
サ
カ
（
だ
円
で
紅
白
の
大
福
餅
）
焼
き
だ
ん

ご
、
四
角
で
大
き
い
生
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
等
で
、
各
々

土
産
に
買
っ
た
も
の
で
す
。
又
境
内
に
は
農
具
、
日

用
雑
貨
、
衣
類
、
そ
し
て
古
着
類
（
ぼ
ろ
市
の
起
名
）

等
の
店
が
あ
り
、
遠
近
の
人
々
は
正
月
用
の
準
備
に

買
い
揃
え
た
の
で
す
。
又
そ
の
年
に
結
婚
し
た
女
性

は
花
嫁
衣
裳
姿
で
参
詣
に
来
た
の
を
よ
く
見
か
け
ま

し
た
。
ぼ
ろ
市
の
別
名
花
嫁
市
で
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

現
在
は
見
世
物
興
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
勿
論
花
嫁

市
の
風
習
も
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
露
店
は
二
五
〇

軒
程
並
び
そ
の
中
に
は
今
で
も
、
立
臼
、
杵
等
売
る

棒
屋
、
籠
屋
、
桶
屋
、
古
道
具
屋
、
古
着
屋
等
の
店

も
あ
っ
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

平
成
二
年
二
月
練
馬
区
無
形
民
俗
文
化
財
に
関
の

ぼ
ろ
市
は
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
お
会
式
と
市
が
終
わ

る
と
、
日
毎
に
寒
気
が
増
し
、
冬
至
、
大
晦
日
、
新

年
が
慌
し
く
近
づ
い
て
来
ま
す
。

‥

・

・

　

．

　

　

・

・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」

正
月
行
事

文
化
財
保
護
推
進
員
鈴
木
　
曹
元

雷

載

皿
聖

製

祭

儀

♯

葡

苛

温

室

丑

皇

室

器

艇

今
回
は
、
羽
沢
の
榎
本
良
民
は
じ
め
桜
台
の
人
々

か
ら
お
聞
き
し
た
正
月
行
事
に
つ
い
て
、
餅
揺
さ
を

中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

十
二
月
八
日
の
「
お
事
始
め
」
が
す
む
と
、
ぼ
つ

ぼ
つ
す
す
は
き
を
始
め
ま
す
。
餅
抱
き
は
、
十
二
月

二
十
日
頃
か
ら
二
十
八
日
で
、
夜
か
ら
始
め
る
と
明

け
方
の
三
時
頃
、
あ
る
い
は
畳
ま
で
か
か
り
ま
し
た
。

元
旦
を
迎
え
た
後
、
一
月
七
日
は
七
草
で
、
前
夜
か

ら
き
ざ
ん
で
お
い
た
「
な
ず
な
」
な
ど
を
入
れ
た
お

か
ゆ
を
食
べ
ま
す
。
十
一
日
は
、
蔵
開
き
。
十
四
日

は
、
ま
ゆ
玉
だ
ん
ご
を
つ
く
り
、
け
や
き
の
枝
に
さ

し
、
神
棚
に
供
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
現
在
も
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
餅
鴇
き
は
重
要

な
行
事
で
し
た
。

こ
の
土
地
で
作
付
け
さ
れ
る
稲
は
、
陸
稲
（
お
か

ぼ
）
も
ち
米
で
あ
っ
た
の
で
、
細
い
杵
で
よ
く
つ
い

た
も
の
で
す
。
昔
は
今
の
よ
う
に
副
食
が
豊
か
で
な

い
の
で
、
長
期
間
大
量
に
保
有
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
順
番
を
決
め
て
近
所
の
者
が
お
互
い
に
手
伝
い
、

普
通
六
人
く
ら
い
で
つ
い
た
よ
う
で
す
。
も
ち
米
は

当
日
の
朝
か
ら
水
に
つ
け
て
お
き
、
つ
き
方
は
次
の

よ
う
で
し
た
。

㈲
こ
ね
る
1
－
こ
の
時
は
、
白
の
周
囲
を
二
人
～
五
人

で
回
り
な
が
ら
歌
を
う
た
い
ま
す
。

㈲
か
け
づ
き
＝
五
人
で
調
子
を
合
わ
せ
て
交
互
に
つ

き
ま
す
。

㈱
て
あ
L
H
一
人
で
臼
の
も
ち
を
ひ
っ
く
り
か
え
し

ま
す
。

㈲
か
け
づ
き
日
㈲
と
同
じ

㈲
あ
げ
づ
き
＝
一
人
で
言
を
つ
き
一
日
ご
と
に
交

替
し
ま
す
。

つ
き
終
え
て
か
ら
、
あ
ん
も
ち
を
食
べ
、
お
酒
も
だ

し
ま
し
た
。
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